
高岡キャンパスにおける生活習慣の学年別推移の検討

富山大学保健管理センター高岡支所 宮 元芽久美

Megulrniヽ 4iyamoto:The Reviewing of a Change According to the Grade of the Life Style

at Takaoka Campus

<索 引用語 :生活習慣,大 学生 >

< K e y w o r d s : l i f e  s t y l e , c 0 1 l e g e  s t u d e n t s >

【はじめに】

平成 8年 に厚生省の公衆衛生審議会が生活習慣

病を提唱して以来、マスメディアでも大きく取り

上げられ、健康に対する意識が高まってきている。

小学校～高校でも保健体育の授業で生活習慣病に

ついての教育が行われているが、定期健康診断後

の事後処置にて学生に面談してみると、生活習慣

の乱れている学生が非常に多い。大学入学後は一

人暮らしを始める学生も多く、生活環境が大きく

変化しさまざまな拘束が減り、乱れが生じやすく

なる時期である。いままでに学生の生活習慣に関

する調査は数多く見られるが、学生層の違いによ

り、微妙に結果は異なっている。適切な支援を行

うには、今現在の本キャンパスの実態を詳細に分

析する必要がある。そこで、本キャンパスの学生

の生活習慣 (食習慣を中心として)を 調査分析し、

現状に即した適切な健康教育 ・生活指導の在り方

について検討することとした。

【対象】

平成18年度と19年度の本学芸術文化学部と短期

大学部の学生を対象とする。(1年 :256名、 2年 :

344名、専攻科 1年 :71名、専攻科 2年 :80名)

【方法】

1.生 活習慣については、入学時オリエンテー

ション。4月 の定期健康診断の際に、アンケート

を施行し、分析した。[表1]

2.学 年別 。男女別 。生活形態別に分類し、そ

れぞれの生活習慣との関連をカイニ乗検定にて検

討した (生活形態の対象は平成19年度の学生のみ)。

3.ア ンケート項目を以下の 5グ ループ (①食

生活 リズムー朝食欠損 ・9時 以降の夕食  ② 外

食=外 食 ・ファミレス・フテストフード ③ 食

事内容バランスニ野菜 ・きのこ類 ・肉 ・卵 ・揚げ

物の摂取 ④ 嗜好品 (食品)一 間食 ・インスタン

ト食品 ・スナック菓子 ・ケーキ等 0ジ ュース類 ・

アルコールの摂取 ⑤ 運動― 運動頻度 ・20分以

上の歩行 ・自転車 (通学時等))に 分類 し、それ

ぞれの設間の毎日を 1点 ・週 2～ 3回 を 2点 ・あ

まりないを 3点 として点数化し、その平均と標準

偏差を求め、KruskalttWallis―H―test(3者 間の

分析)・Mann Whitney― U―test(2者 間の分析)

にて検討したも [表2]

4.統 計処理は、なるほど統計学とおどろき

Excel処理統計 (医学図書出版株式会社)に よっ

た。
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【結果】

1)そ れぞれの学年のアンケート回収率は、 1

年 :100%、 2年 :90.4%、 専攻科 1年 :915%、

専攻科 2年 :71.3%で あった。

2)学 年別の生活習慣の比較では、朝食欠食率 0

夜遅い夕食 。問食 ・外食 。ファミレスの利用頻度 ・

卵の摂取頻度 ・アルコールの摂取頻度 ・バイトの

回数に有意差をもって違いが認められた (カイニ

乗検定)。また、特に 1年 から2年 での生活習慣

の乱れが顕著であった。[表3]

3)男 女別の生活習慣の比較では、男性に有意

差をもって多かった習慣としては、夜遅い夕食 ・

運動頻度 020分以上の歩行や自転車 ・喫煙であり、

女性では、間食 0野菜や洋菓子の摂取頻度 ・スト

レスでの暴飲暴食であった (カイニ乗検定)[表

4]。

4)生 活形態別の生活習慣の比較では、一人暮

らしに有意差をもって多かった習慣としては、20

分以上の歩行や自転車 。喫煙であり、自宅生では、

間食 。きのこ類 ・肉類 ・揚げ物 ・ジュニスの摂取

頻度であった (カイニ乗検定)[表 5]。

5)グ ループ分類後に生活習慣を比較するとヽ

学年別では、食生活リズム・外食 ・嗜好品 (食品)

に有意差をもって (いずれも、 p<001)差 が認

められた (Kruskal―Wallis―Hitest)。とくに食生

活リズム 0外食は 1年から2年での悪化が顕著で

あり、嗜好品の摂取は学年を経るに従って増加し

ていた。[表6]‐

6)男 女別では、食生活リズム・運動に有意差

(いずれも、 p<0.01)が 認められた (Mann―Whi

tney―U―test)。食生活 リズムは男性がより乱れて

おり、女性のほうが運動不足であった。[表7]

7)生 活形態別では、食事内容バランス (p<

0.01)と 嗜好品 (食品)(p<0.05)に 有意差が

認められた (Mann―Whitney―U―test)。自宅生の

ほうが、食事のバランスは良いが、嗜好品 (食品)

の摂取頻度も高かった。 [表8]有 意差は認めら

れなかったが、一人暮らしの学生のほうが、食生

活 リズムは乱れている傾向にあった。

【考察】

本アンケートは高脂血症の学生の指導を目的と

して作成したものであるため、設間にかなり偏り

があり、生活習慣を全体的に把握し得る物ではな

い。実態を正確に知るには、睡眠や排便習慣 0起

床時間等についても調査の必要がある。また食習

慣についても、穀類 ・豆類 ・イモ類 ・魚類 ・乳製

品等についてもさらに調査が必要である。

学年別の比較

生活習慣の調査の報告は数多くあるが、必ず調

査対象となっている習慣に朝食の欠食があげられ

る。平成16年度の国民健康 ・栄養調査
1)では15γ

19歳では124%、 20～29歳では27.4%であった。週

2～ 3回以上朝食を欠食する学生の割合は、本学

では 1年 13.3%、2年 41.8%、専攻科 1年 50,7%、

専攻科 2年 38.6%であり、10代 020代の全国平均

と比較するとかなり悪いことがわかる。本学学生

の年齢は18歳～23歳が多く全国調査の年齢層とは

ずれがある。大学入学後に生活が大きく変化する

ことを考えれば、単純に10代 020代の枠での数値

と比較するには無理がある。大学生を対象とした

調査
2)～5)でも113%～ 32.8%とばらつきが見られ

るが、本学の 2年以上の学年では明らかに朝食欠

食率が高い。原ら
6)は
、多くの健康要因が朝食習

慣と関わりがあると報告しているが、実際に本学

でも専攻科1年での総コレステロール値の異常者

が近年 8～ 9%と 高値であつた。総コレステロ
ー

ル値の異常者の指導には、運動 ・食事内容だけで

なく朝食摂取状況を含めた生活習慣全般に渡って

指導する必要があるであろう。

食生活 リズム。外食グループは特に 1年から2

年での悪化が顕著であったが、この時期に生活面

での大きな変化があるようである。入学当初は、

高校 (親元での生活)ま での規則正しい生活態度

が続いているが、徐々に学校生活への慣れにより

緊張感がなくなってくることや、アルバイトの増

加、学業上の都合 (課題等)に より生活の乱れが

生じるようである。本キャンパスでは、 1年生の

後期に生活習慣病の講義を行っているが( 1回 の



講義だけでは、健康習慣を実行に移す動機付けに

はなっていないようである。講義以外にも繰り返

し教育 ・支援の場を設ける必要がある。

嗜好品は学年とともに摂取頻度が増加している。

この理由として上記に述べた生活 リズムの乱れと

学業的な背景が大きいと考えられる。本キャンパ

スは芸術系であるために課題 0作品の提出の機会

が非常に多い。特に専攻科生は夜遅くまで学内で

制作活動をしており、食生活リズムも乱れてくる

(機械器具等の関係で自宅では製作できないもの

がほとんどである)。学食は夜間営業しておらず、

キャンパス周辺には飲食店もない。このため夕食

代わりに菓子類等の間食で空腹を満たし、夜遅く

に帰宅してから夕食をとるという学生が非常に多

い。夜遅くに夕食をとれば朝の食欲減退を引き起

こし、朝食欠食にもつながってくる。この悪循環

を断ち切るのは、非常に難しい。夜間の学食営業

を働きかけるなど、大学側の介入も必要ではない

だろうか。

男女別の比較

女子に比べ男子学生のほうが生活が不規則であ

ると以前より指摘されているが、今回の調査でも、

食生活リズムの乱れは男子学生に顕著であった。

運動頻度は男子学生のほうが高く女子に比較して

健康的であるが、実際に話を聞いてみると、サ
ー

クルや趣味によるものであって、健康を意識して

の運動習慣ではないようである。

今回の調査で、グループ化した嗜好品の摂取で

は有意差を持った男女差は認められなかったが、

項目別に見ると、間食の頻度が女性に非常に多い。

特にケーキ・アイスクリーム・チョコレートといつ

た洋菓子の摂取が多い。嗜好の傾向もあるが、女

性の場合はコミニュケーションの手段として間食

が使われているという指摘もある
7)。ァルコール

摂取は男性のほうが頻度が高い傾向にある。

ストレスでの暴飲暴食が42.6%と女性で非常に

高い。暴飲暴食の内容を聞いてみると菓子類が圧

倒的に多い。このことも上記結果に関与している

と考えられる。感情による食欲の影響を調査した

9

報告
7)によると、感情により食事量が増えたのが

大学生女性で37.8%であった。ストレスと感情に

よる影響を同義とみなせば、今回の調査結果とは

ぼ一致する。

このように男女間では傾向が明らかに違うので、

男性は生活 リズムを中心に、女性は運動 ・間食の

内容等を中心にアドバイスをすることが効果的で

あると考えられる。また、女性はストレス等心理

的な因子も考慮する必要がある。

生活形態別の比較

グループ化後の結果から、自宅生のほうが、食

事バランスがよく嗜好品 (食品)の 摂取が多かっ

た。今回のアンケートでは、穀類 ・豆類 ・イモ類 。

魚類 ・乳製品についての記載がなく、また野菜も

緑黄色野菜 ・淡色野菜の区別がない。この結果か

ら食事のバランスについて論じるのはいささか無

理があるため、摂取食品の多様性の目安としてと

らえている。自宅生は食事の管理を大半が親がし

ていること、自宅での嗜好品等の買い置きがある

こと、す人暮らしの学生に比べ金銭的に余裕があ

る学生が多く嗜好品等を購入しやすいという背景

が考えられる。小栗ら
8)も
下人暮らし学生に栄養

バランスの悪い傾向がうかがえると報告している。

さらに一人暮らしでは、有意差は認められなかっ

たが、食生活リズムがより乱れている傾向があり、

生活管理を一人で行うことの困難さが伺える。

学生の生活面への介入にあたって、性別 。居住

形態の違いで生活習慣の乱れの傾向が異なること

を念頭において指導を行う必要がある。また個人

の生活水準や就職活動 。課題製作などに対する心

理的 。時間的な背景等も考慮していく必要がある。

そのためには、大人数対象の講義だけでは不十分

であり、個々に対応した支援の場を設けていく必

要がある。

学生への支援を行う際に大きな障害となるのは、

健康に対する関心の低さや危機感のなさである。

知識はあっても行動へ移すのは非常に困難である。

望ましい健康習慣を実践できるような支援のあり
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方を今後とも考えていく必要がある。
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【表1】 生活習慣アンケー ト

本学の皆さんの健康状態を把握するため、ご協力をお願いします。このアンケ■ 卜は健康指導 ・個人を特

定できない集計に利用するもので、皆さんの個人情報は外部に漏れることは決してありません。

学籍番号 コース 名前

年齢 10代  20代  30代  40代  そ れ以上 性別  男 性 女 性

当てはまるところに○をつけて下さい。

螢:幕彗1華華蕪轟補襲菫薫::薫華Itti纂撃諄暮11華1華議:墨姜=尋
1211夜 9時以降に夕食をとる|・ | |‐■|‐ |‐|‐■|‐■■ ■

11轟葺1鐵華11攀葺器軒i蒙:華:轟葺墨轟葺:暮薫:薫華:華妻華曇1華警姜::
14■ 外食の頻度・■| |  ■  ■ ||‐|‐■■■■|||■ |■

■61■フラストラ■ドの利用頻度  |‐■|■ |||‐■|

護聾葺彗:警萎華警驀議華饗籐 事:疑轟彙響彗蒸1整肇:事義::彗護
■‐18:|‐きのこ|こんlニー●く・海藻を食べる頻度‐ ■  ‐

撃轟導ま‖鞭鷲議輔1葬華彗撃:::菫:翼苺彗事1111華諄彗轟I
110● ‐卵 (魚卵も含む)|を食べる頻度■‐ ■‐■ ‐||

毎日|‐ 週
‐2■ 31回|あ まりない●

:華轟華難攀"苺卜J朧蒸彗苺理■疑萎:理:難||:

||■ 毎日 |‐―週2～ 3回 |あ まりなしヽ

1輩鷲:轟:糠:葦苺::轟議:華:難難=議難理難菫
■|||‐■|1毎日 |1週 2γ3回|あまり|ない|

華議華::姜事:蕪1薫=諄11蕪議套導:難::華奪諄蒸華壼
| ■ ■ ‐ 1毎日 |1週 2■ 3回‐あまり|なt |ヽ

1誌F華:轟曇:響難霧:11鐵摯篠葺難=華議認:響t=
‐ |■    毎 日‐■ 1週 2‐～ 3回  あ まりない.

12.イ ンスタン ト食品 (カップラーメン)を 食べる頻度 毎日 1 週 2～ 3回  あ まりない

姜番薄11纂攀:華|,華難聾霧撃1纂攣:華:姜::::轟::11暮1111:喜l轟1華1::1鐘:蒸:華姜1集1韓藤聾織毒|
|■4=|ケ■キ・アイスクリーム・チョコレT卜を食べる頻度  ■ 毎日  週2～3回 あまりない

毒露:筆織蕪鷺華暮華義驚華藻護華諄華彗:暮毒暮::達ユ事事:I::::111轟華事鋼::攀:ダ:華奪1攀1轟聾:螢:難:::
|■6●アルコ■ルの飲み方|‐■‐■■|  |‐‐■|‐■|‐|‐■|‐‐ |‐■‐ |1毎日■ 1週2～3回 あまりない.

1聾漱轟攀轟菫機 蟻彗暮:栞纂妻葉葺:轟霧誓事妻華彗華華菫妻:華1:1::勢群華薫:1:懇:蒸:警擦1難i絲難静馨撃導:
|■8 20分以上歩く|また1ま20分以上自転車をこぐ(通学時等)● 毎日 ‐|‐週2‐～3回‐あまりない.

1華蔓奪:総穫難経難難苺章I準単撃華1準難:‖鶏輯導覇撃著:彗諄肇酵響1:J基:難華毒華:警露裁褒難|:義輝::華諄薫:
|120127:|の設間′ま′ヾイハ′ιてι巧スだFチ答えてζださιl‐22以降の設間は全員が答えてくだ.さい.|
20■ バイトは立ち仕事など肉体労働であ―る

2■1バ イトをして―いる時間   ||‐ ‐

‐■はい. ‐・|いいえ|

1～2時 間 1 3～4時 間 雄

・
一一一一一一一一一一一一

間

一＝
」

時

∴
一絆

５

一■
一:琴摯妻:靱 議護葺摯‐華‐毒養毒幸鷺警輔 響養藝11暮:1彗:::fl馨撃華轟華::彗譲ヽ1,華暮:

23‐ タバコを吸う はい .・  い いえ

轟羅華::藩華馨華華難華肇ぶ饗彗:甕華諄:彗薄暮:奪::茸華華:華彗薫::華:嶽輯華肇:=華ヽ11蒸華1:華海:審:舞華菫
125■家族に糖尿病の人がいる はい . | い いえ  わ からない
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